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ミラクリンは酸味を甘味に感じさせる作用のあるタンパク質です。すっぱいものを甘く感じさ

せるため、砂糖の代わりに酸味を加えるといった利用により、糖分の摂取量をコントロールする

ことに活用できます。本講演では、遺伝子組換え技術により開発したミラクリンを生産すること

のできるトマトの実用化に向けた取り組みについて紹介します。 

 

＜ミラクリンについて＞ 

ミラクリンは、西アフリカ原産のミラクルフルーツという植物がつける 2 ㎝程の赤い実に含ま

れる糖タンパク質です。ミラクリン自身に甘みはありませんが、酸っぱいものを甘く感じさせる

味覚修飾作用があることが知られています。 

 ミラクリンの効果は、極微量の 0.1～0.2 ㎎の摂取で 1～2 時間持続します。ミラクリン自体は

タンパク質なのでカロリーはありますが、摂取量が非常に少ないため、カロリーはほぼゼロとな

ります。また、人工甘味料などは砂糖とは甘さの質や風味がかなり異なりますが、ミラクリンに

よって誘導される甘さは砂糖の甘さに近いといった特徴があります。用途としては、作用の面白

さを生かしたイベント等での利用のほか、カロリーゼロの天然甘味料として利用するといった可

能性があります。特に、糖尿病などで普段食事制限を行っている方に対しては、甘いものを食べ

たいというストレスを軽減し、無理なく治療に専念するための利用や、同様にこれら生活習慣病

の予防のための用途でも利用できます。また、味覚障害による味覚の改善効果についても報告が

あり、がんなどの化学療法の副作用による味覚障害の対症療法としての利用も期待されます。 

 しかしながら、ミラクリンを唯一生産する植物であるミラクルフルーツは、西アフリカ原産で

高温多湿を好み、国内での栽培が困難です。現地でも、生育が非常に遅く、結実率も低いため大

量安定生産が困難であることから高価格で、商品開発が進まないといった現状があります。 

 

＜ミラクリントマトについて＞ 

日本でも栽培しやすく、周年生産できるトマトにミラクリンを作らせることを考え、開発した

のがミラクリンを生産することができるトマト、ミラクリントマトです。このミラクリントマト

は、遺伝子組換え技術を利用して、ミラクルフルーツのミラクリンタンパク質をコードする遺伝

子をトマトに導入し、ミラクリンを生産できるようにしたものです。トマト以外のいくつかの農

作物でもミラクリンを生産することが試みられましたが、ミラクリン蓄積性および遺伝的安定性

の点でトマトが宿主として最も優れていました。 

 

＜ミラクリントマトの安全性はどのように評価されるのか＞ 

ミラクリントマトは遺伝子組換え農作物にあたるため、商業的に利用するためには、国が定め



る安全性評価を受ける必要があります。この評価は遺伝子組換え農作物ごとに行われ、その用途

に応じて屋外で栽培した場合の環境への影響や食品や飼料としての安全性について、科学的知見

に基づいた評価を行い、安全性が確認されたもののみの使用が認められる仕組みとなっています。 

環境に対する安全性は、生物多様性への影響の観点から、遺伝子組換え植物と遺伝子組換え前

の植物との比較によって評価されます。具体的には、遺伝子組換え植物が屋外に出た場合に、他

の周辺野生植物よりも競合の上で優位になり駆逐するようなことはないかを評価するため、生育

特性を調査したり、有害物質を産生し、土壌微生物や周辺野生生物に影響を与える可能性はない

かといったことを調べます。また、国内に遺伝子組換え生物のもととなった植物の近縁野生種が

存在する場合、花粉の稔性、種子の生産量、交雑率などを評価して、万が一、組換え植物と近縁

野生種が交雑してできた雑種が、近縁野生種に置き換わる可能性について評価します。 

食品としての安全性は、遺伝子組換え作物と従来の作物との相違点に着目して行われます。ミ

ラクリントマトの場合、具体的には、ミラクリン遺伝子の安全性、ミラクリンのタンパク質とし

てのアレルギー誘発性や毒性、ミラクリン以外の栄養成分などに予定外の変化がないかどうかと

いったことを調査します。 

飼料としての安全性は、基本的には食品としての安全性の評価と同様に進められます。ただし、

食品としての安全性評価は、厚生労働省が申請窓口で、審査は内閣府の食品安全委員会で実施さ

れるのに対し、飼料としての安全性は、農林水産省が申請窓口であり、家畜に対する飼料の安全

性は農林水産省の農業資材審議会が行い、飼料を通じた食品の安全性は内閣府の食品安全委員会

で評価される仕組みとなっています。 

講演では、ミラクリントマトに対して行ったこれらの安全性評価のための試験結果の一部につ

いて紹介します。 

 

＜ミラクリントマトの実用化に向けた取り組み＞ 

ミラクリントマトは粉末としての販売が計画されています。これは、青果として流通している

トマトへの混入、混用を回避する目的があります。ミラクリントマト粉末のほかには、ミラクリ

ン精製品の販売も予定しています。これは、トマト特有の色や香りを除くことで販路の拡大・製

品展開多様性を期待するものになります。 

現在、①トマト中のミラクリン蓄積量を増やす、②収量性の高い品種との交雑や栽培技術の改

良により、収穫量を増やす、③精製品については、トマトからのミラクリン回収率を向上すると

いった、３つの観点から生産の効率化のための開発に取り組んでいます。 

 

＜ミラクリントマトへの期待＞ 

糖尿病、糖尿病予備軍および糖質制限・食事制限を必要とする人は年々増加しています。また、

がんの罹患率も増加傾向にあります。ミラクリントマトの開発により、今よりももっとミラクリ

ンを手軽に活用できるようになれば、糖質制限・食事制限によるストレスを緩和しながら糖分の

摂取コントロールができ、生活習慣病の予防にも利用できます。がんの化学療法による味覚障害

への対症療法としての利用できれば、低栄養の改善や生活の質の改善に役立てます。ミラクリン

の利用によって、より楽しく治療や予防に専念できるようにできればと期待しています。 

 


